





























































































































大正 3年 大正 6年
官 公 署 用 155,139.6（ 21.7） 119,493.0（  5.9）
倉 庫 及 上 屋 50,341.5（  7.0） 157,984.2（  7.8）
運 送 店 4,897.2（  0.7） 6,256.8（  0.3）
工 場 124,056.9（ 17.3） 921,534.9（ 45.4）
民 家 そ の 他 226,604.4（ 31.7） 246,123.9（ 12.1）
運 河 ─（  0.0） 256,740.0（ 12.7）
道 路 154,278.3（ 21.6） 319,928.4（ 15.8）
総 計 715,317.9（100.0） 2,028,061.2（100.0）
出所）大阪市役所港湾部編（1918）23-24頁より作成。
　注）　 1坪＝3.3㎡で計算（以下の表も同じ）。括弧内は比率。











































































（幹線） 2,102ｍ 45.5ｍ O.P（－） 1.8ｍ
大正4年 5月 －日
大正6年 5月 －日 安治川・尻無川間
天保山運河





木津川運河 1,832ｍ 80.0ｍ O.P（－） 1.8ｍ 大正2年12月 1日大正5年 3月31日 木津川・内港間
































































































































































































































































































































































南海岸通1、2丁目 7,5154.2 ─ ─ 144,299.1 4,158.0 ─ 4,286.7 7,273.2 10,639.2 87,641.4
一条通～八条通・
出崎町 127,743.0 44,253.0 1,683.0 70,860.9 3,643.2 34,254.0 249,763.8 8,566.8 74,748.3 172,471.2
天保町 ─ ─ ─ 2,811.6 ─ 112.2 ─ 323.4 9,636.0 ─
八幡屋町・田中町 148.5 ─ ─ 9,543.6 ─ ─ ─ ─ ─ ─
川岸町 339.9 ─ ─ 382.8 ─ ─ ─ ─ ─ 333.3
桜島町 76,107.9 ─ ─ 61,465.8 1,956.9 77,523.6 1,366.2 58,947.9 ─ 47,203.2
新福崎町・
南海岸通3丁目 21,413.7 ─ ─ 21,928.5 ─ ─ ─ ─ 23,793.0 15,008.4
福町・鶴町・
鶴浜通 181,054.5 14,592.6 ─ 164,736.0 ─ 249,331.5 243,097.8 3,418.8 41,147.7 197,924.1
船町 208,025.4 ─ ─ ─ ─ 443,190.0 ─ 254.1 ─ 49,443.9
南恩加島町 47,688.3 ─ ─ 13,028.4 ─ 134,412.3 5,544.0 ─ 3,531.0 29,845.2
平尾町 ─ ─ ─ ─ ─ 14,170.2 ─ ─ ─ 1,003.2
千島町 ─ ─ ─ 3,725.7 ─ 838.2 ─ ─ ─ ─
総計 737,675.4 58,845.6 1,683.0 492,782.4 9,758.1 953,832.0 504,058.5 78,784.2 163,495.2 600,873.9
出所）大阪市役所港湾部編（1929a）16頁より作成。
表 6 　築港埋立地における売却・貸付予定地
場所 売却予定 貸付予定 用途 備考
六条通～八条通1、2丁目 約2,000坪（6,600㎡） ─ 住宅・店舗向 昭和31年乃至同59年迄地租免除




千島町・平尾町・南恩加島町 約10,000坪（33,000㎡） ─ 倉庫・工場向
昭和56年乃至同58年迄地租免除
（木津川右岸）
天保山運河沿岸地 ─ 約1,200坪（3,960㎡） 倉庫向 鉄筋コンクリート矢板護岸



























































































































































































































































































































昭和 5年 6月 1 日。
神戸大学経済経営研究所新聞記事文庫（1934）、海運
（30-108）、「貨物移送の尖端　海上トラツク現る　
速くて荷役の費用が少い　愈よ来二十日第一船就
航」『神戸新聞』昭和 9年 4月15日。
新修大阪市史編纂委員会編（1994）『新修大阪市史　
第 7巻』大阪市。

